
平
成
十
九
年
政
令
第
二
百
六
十
八
号

駐
留
軍
等
の
再
編
の
円
滑
な
実
施
に
関
す
る
特
別

措
置
法
施
行
令

内
閣
は
、
駐
留
軍
等
の
再
編
の
円
滑
な
実
施
に
関
す
る

特
別
措
置
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
五
条

第
一
項
、
第
六
条
、
第
七
条
第
一
項
第
一
号
（
同
条
第
四

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
一
条
第
一

項
及
び
第
二
項
、
第
十
五
条
第
六
項
並
び
に
第
十
六
条
第

一
項
第
一
号
の
規
定
並
び
に
同
法
第
十
九
条
第
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
国
際
協
力
銀
行
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第

三
十
五
号
）
第
四
十
四
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並

び
に
駐
留
軍
等
の
再
編
の
円
滑
な
実
施
に
関
す
る
特
別
措

置
法
を
実
施
す
る
た
め
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

目
次第

一
章
　
再
編
関
連
特
定
周
辺
市
町
村
に
係
る
措
置

（
第
一
条―

第
五
条
）

第
二
章
　
再
編
関
連
振
興
特
別
地
域
に
係
る
措
置

第
一
節
　
再
編
関
連
振
興
特
別
地
域
の
指
定
等
（
第

六
条
・
第
七
条
）

第
二
節
　
駐
留
軍
等
再
編
関
連
振
興
会
議
（
第
八
条

―

第
十
条
）

附
則

第
一
章
　
再
編
関
連
特
定
周
辺
市
町
村
に
係
る

措
置

（
再
編
関
連
特
定
周
辺
市
町
村
の
範
囲
）

第
一
条
　
駐
留
軍
等
の
再
編
の
円
滑
な
実
施
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項

に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
範
囲
内
の
市
町
村
は
、
次

に
掲
げ
る
市
町
村
と
す
る
。

一
　
再
編
関
連
特
定
防
衛
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村

二
　
再
編
関
連
特
定
防
衛
施
設
に
係
る
駐
留
軍
等
の
再

編
が
航
空
機
を
保
有
す
る
駐
留
軍
又
は
自
衛
隊
の
部

隊
又
は
機
関
の
編
成
、
配
置
又
は
運
用
の
態
様
の
変

更
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
号
の
市
町
村
に
隣

接
す
る
市
町
村
及
び
当
該
隣
接
す
る
市
町
村
に
隣
接

す
る
市
町
村

（
再
編
関
連
特
別
事
業
）

第
二
条
　
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
と
す
る
。

一
　
住
民
に
対
す
る
広
報
に
関
す
る
事
業

二
　
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め

の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十

二
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
民
の
保
護
の

た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
業

三
　
防
災
に
関
す
る
事
業

四
　
住
民
の
生
活
の
安
全
の
向
上
に
関
す
る
事
業

五
　
情
報
通
信
の
高
度
化
に
関
す
る
事
業

六
　
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
及
び
文
化
の
振
興
に
関
す
る

事
業

七
　
福
祉
の
増
進
及
び
医
療
の
確
保
に
関
す
る
事
業

八
　
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る
事
業

九
　
交
通
の
発
達
及
び
改
善
に
関
す
る
事
業

十
　
公
園
及
び
緑
地
の
整
備
に
関
す
る
事
業

十
一
　
環
境
の
保
全
に
関
す
る
事
業

十
二
　
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
事
業

十
三
　
企
業
の
育
成
及
び
発
展
並
び
に
そ
の
経
営
の
向

上
を
図
る
事
業

十
四
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
生
活
環
境
の

整
備
に
関
す
る
事
業
で
防
衛
大
臣
が
定
め
て
告
示
す

る
も
の

（
再
編
交
付
金
を
交
付
し
な
い
事
業
）

第
三
条
　
再
編
交
付
金
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
に
つ
い
て

は
、
交
付
し
な
い
。

一
　
国
が
行
う
事
業
又
は
国
が
そ
の
経
費
の
一
部
を
負

担
し
、
若
し
く
は
補
助
す
る
事
業

二
　
法
令
の
規
定
に
基
づ
い
て
毎
年
度
経
常
的
に
行
っ

て
い
る
事
業
で
、
駐
留
軍
等
の
再
編
の
円
滑
か
つ
確

実
な
実
施
に
資
す
る
た
め
必
要
な
も
の
と
し
て
特
別

に
行
う
事
業
と
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の

三
　
再
編
関
連
特
定
周
辺
市
町
村
の
区
域
内
に
お
い

て
、
駐
留
軍
等
の
再
編
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
住
民

の
生
活
の
安
定
に
資
す
る
よ
う
適
切
に
配
慮
さ
れ
た

地
域
に
お
い
て
行
う
事
業
と
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の

（
再
編
交
付
金
の
交
付
）

第
四
条
　
再
編
交
付
金
は
、
交
付
初
年
度
（
再
編
関
連
特

定
周
辺
市
町
村
に
対
す
る
再
編
交
付
金
の
交
付
を
開
始

す
る
年
度
を
い
う
。
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
か
ら
交
付
終
了
年
度
（
法
附
則
第
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
再
編
実
施
基
準
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を

経
過
す
る
日
（
当
該
経
過
す
る
日
が
平
成
二
十
九
年
三

月
三
十
一
日
以
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
日
）
又
は
平

成
四
十
四
年
三
月
三
十
一
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
の
到

来
に
よ
り
再
編
関
連
特
定
周
辺
市
町
村
に
対
す
る
再
編

交
付
金
の
交
付
を
終
了
す
る
年
度
を
い
う
。
次
項
及
び

第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
次

項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
防
衛
大
臣
が
算
定

し
た
各
年
度
の
交
付
の
限
度
額
（
以
下
「
年
度
交
付
限

度
額
」
と
い
う
。
）
の
範
囲
内
で
、
交
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

２
　
交
付
初
年
度
か
ら
交
付
終
了
年
度
ま
で
の
間
の
年
度

交
付
限
度
額
の
合
計
額
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
礎

と
し
て
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
駐
留

軍
等
の
再
編
に
よ
る
住
民
の
生
活
の
安
定
に
及
ぼ
す
影

響
の
増
加
の
程
度
及
び
そ
の
範
囲
に
応
じ
た
も
の
と
な

る
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
駐
留
軍
等
の
再
編
に
よ
る
再
編
関
連
特
定
防
衛
施

設
そ
の
他
の
防
衛
施
設
で
当
該
再
編
関
連
特
定
周
辺

市
町
村
に
所
在
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
関
係
防
衛
施
設
」
と
い
う
。
）
の
面
積
の
変
化

二
　
駐
留
軍
等
の
再
編
に
よ
る
関
係
防
衛
施
設
の
建
物

そ
の
他
の
工
作
物
の
設
置
の
態
様
の
変
化

三
　
駐
留
軍
等
の
再
編
に
よ
る
関
係
防
衛
施
設
に
所
在

す
る
駐
留
軍
又
は
自
衛
隊
の
部
隊
又
は
機
関
の
保
有

す
る
艦
船
又
は
航
空
機
の
数
又
は
種
類
の
変
化

四
　
駐
留
軍
等
の
再
編
に
よ
る
関
係
防
衛
施
設
に
所
在

す
る
駐
留
軍
又
は
自
衛
隊
の
部
隊
へ
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
を
破
壊
す
る
た
め
の
ミ
サ
イ
ル
を
搭
載
し
た
車
両

の
配
備

五
　
駐
留
軍
等
の
再
編
に
よ
る
関
係
防
衛
施
設
に
所
在

す
る
駐
留
軍
又
は
自
衛
隊
の
部
隊
又
は
機
関
の
人
員

数
の
変
化

六
　
駐
留
軍
等
の
再
編
（
駐
留
軍
又
は
自
衛
隊
の
部
隊

の
運
用
の
態
様
の
変
更
に
限
る
。
）
に
よ
る
関
係
防

衛
施
設
で
行
わ
れ
る
駐
留
軍
又
は
自
衛
隊
の
部
隊
の

訓
練
の
た
め
の
使
用
の
態
様
の
変
化
及
び
こ
れ
に
よ

る
影
響
の
変
化

七
　
駐
留
軍
等
の
再
編
（
航
空
機
を
保
有
す
る
駐
留
軍

又
は
自
衛
隊
の
部
隊
又
は
機
関
の
編
成
、
配
置
又
は

運
用
の
態
様
の
変
更
に
限
る
。
）
に
よ
る
関
係
防
衛

施
設
以
外
の
防
衛
施
設
に
所
在
す
る
駐
留
軍
又
は
自

衛
隊
の
部
隊
又
は
機
関
の
保
有
す
る
航
空
機
の
数
若

し
く
は
種
類
又
は
飛
行
経
路
の
変
化
に
よ
る
影
響
の

変
化

八
　
駐
留
軍
等
の
再
編
（
航
空
機
（
回
転
翼
航
空
機
を

除
く
。
）
を
保
有
す
る
駐
留
軍
又
は
自
衛
隊
の
部
隊

の
運
用
の
態
様
の
変
更
に
限
る
。
）
に
よ
る
関
係
防

衛
施
設
以
外
の
防
衛
施
設
で
行
わ
れ
る
駐
留
軍
又
は

自
衛
隊
の
部
隊
の
訓
練
の
た
め
の
使
用
の
態
様
の
変

化
及
び
こ
れ
に
よ
る
影
響
の
変
化

九
　
他
に
当
該
再
編
関
連
特
定
防
衛
施
設
に
つ
い
て
指

定
さ
れ
た
再
編
関
連
特
定
周
辺
市
町
村
が
あ
る
と
き

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
再
編
関
連
特
定
周
辺
市
町
村
に
お

け
る
当
該
駐
留
軍
等
の
再
編
に
よ
る
住
民
の
生
活
の

安
定
に
及
ぼ
す
影
響
の
割
合

３
　
交
付
初
年
度
か
ら
再
編
実
施
交
付
年
度
（
四
月
一
日

に
お
い
て
現
に
再
編
関
連
特
定
防
衛
施
設
に
係
る
駐
留

軍
等
の
再
編
が
実
施
さ
れ
て
い
る
最
初
の
年
度
を
い

い
、
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
編
関
連
特
定

防
衛
施
設
の
指
定
に
際
し
て
現
に
当
該
再
編
関
連
特
定

防
衛
施
設
に
係
る
駐
留
軍
等
の
再
編
が
実
施
さ
れ
て
い

る
場
合
に
は
、
当
該
指
定
が
さ
れ
た
年
度
と
す
る
。
次

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
ま
で
の
間
の
年
度
交
付
限
度
額

は
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
再
編
関
連

特
定
防
衛
施
設
に
お
け
る
駐
留
軍
等
の
再
編
の
実
施
に

向
け
た
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
環
境
影
響
評
価
、
施

設
整
備
の
工
事
そ
の
他
の
措
置
の
進

ち
よ
く

捗

状
況
に
応
じ

て
次
項
に
規
定
す
る
最
高
限
度
額
に
至
る
ま
で
逓
増
さ

せ
る
も
の
と
す
る
。

４
　
再
編
実
施
交
付
年
度
及
び
再
編
実
施
交
付
年
度
後
の

四
年
以
内
の
防
衛
省
令
で
定
め
る
期
間
に
あ
る
年
度
の

年
度
交
付
限
度
額
は
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
額
（
次
項
に
お
い
て
「
最
高
限
度
額
」

と
い
う
。
）
と
す
る
。

５
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
年
度
交
付
限
度
額
が
最
高
限
度

額
と
さ
れ
る
年
度
の
翌
年
度
か
ら
交
付
終
了
年
度
ま
で

の
間
の
年
度
交
付
限
度
額
は
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
経
過
し
た
期
間
に
応
じ
て
最
高
限

度
額
か
ら
逓
減
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

６
　
防
衛
大
臣
は
、
駐
留
軍
等
の
再
編
の
実
施
に
向
け
た

措
置
の
進
捗
に
支
障
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
第
二

項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
年
度
交
付
限
度
額
を
定

め
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
ら

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
年
度
交
付
限
度
額
を
減
額
し
、
又
は
零
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
再
編
交
付
金
の
交
付
に
必
要
な
措
置
）

第
五
条
　
再
編
関
連
特
定
周
辺
市
町
村
の
長
は
、
第
二
条

に
規
定
す
る
事
業
と
し
て
、
二
年
度
以
上
に
わ
た
り
継

続
す
る
事
業
（
施
設
又
は
設
備
の
設
置
の
事
業
を
除

く
。
）
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
に
係

る
最
初
の
再
編
交
付
金
の
交
付
の
申
請
に
当
た
り
、
当

該
事
業
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
計

画
を
防
衛
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
事
業
の
目
的
及
び
内
容

二
　
事
業
の
始
期
及
び
終
期

三
　
事
業
に
要
す
る
経
費
の
総
額

２
　
前
項
に
規
定
す
る
事
業
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に

は
、
当
該
事
業
に
要
す
る
経
費
の
総
額
を
支
弁
す
る
た

め
に
必
要
な
額
の
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
一
条
の
基
金
を
設
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
は
、
前
項
の
基
金
か
ら
の

経
費
の
支
弁
の
終
了
を
も
っ
て
終
了
す
る
も
の
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
一
項
の
申
請
に
係
る
再
編
交
付
金
の
交
付
の
決
定

が
あ
っ
た
と
き
は
、
再
編
関
連
特
定
周
辺
市
町
村
の
長

は
、
速
や
か
に
同
項
の
計
画
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
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第
二
章
　
再
編
関
連
振
興
特
別
地
域
に
係
る
措
置

第
一
節
　
再
編
関
連
振
興
特
別
地
域
の
指
定
等

（
再
編
関
連
特
定
周
辺
市
町
村
に
対
す
る
著
し
い
影
響

の
基
準
）

第
六
条
　
法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
（
同
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
政
令
で

定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一
　
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ

り
、
再
編
関
連
振
興
特
別
地
域
と
し
て
指
定
す
べ
き

地
域
に
お
け
る
再
編
関
連
特
定
防
衛
施
設
そ
の
他
の

防
衛
施
設
に
所
在
す
る
駐
留
軍
又
は
自
衛
隊
の
部
隊

又
は
機
関
が
保
有
す
る
航
空
機
の
数
が
四
十
機
を
超

え
て
増
加
す
る
こ
と
。

二
　
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ

り
、
再
編
関
連
振
興
特
別
地
域
と
し
て
指
定
す
べ
き

地
域
に
お
け
る
再
編
関
連
特
定
防
衛
施
設
そ
の
他
の

防
衛
施
設
に
所
在
す
る
駐
留
軍
又
は
自
衛
隊
の
部
隊

又
は
機
関
の
人
員
の
数
が
千
人
を
超
え
て
増
加
す
る

こ
と
。

（
国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
特
例
等
）

第
七
条
　
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め

る
事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
と
す
る
。

一
　
法
別
表
一
の
項
に
規
定
す
る
土
地
改
良
事
業
の
う

ち
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十

五
号
）
第
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ

る
事
業
で
あ
っ
て
、
駐
留
軍
等
の
再
編
に
よ
る
生
鮮

の
野
菜
そ
の
他
の
農
畜
産
物
の
需
要
の
増
加
又
は
生

産
に
対
す
る
影
響
を
考
慮
し
て
当
該
農
畜
産
物
の
適

正
な
供
給
の
観
点
か
ら
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
が

必
要
な
も
の

二
　
法
別
表
二
の
項
に
規
定
す
る
基
本
施
設
又
は
輸
送

施
設
若
し
く
は
漁
港
施
設
用
地
の
修
築
で
あ
っ
て
、

駐
留
軍
等
の
再
編
に
よ
る
生
鮮
魚
そ
の
他
の
水
産
物

の
需
要
の
増
加
若
し
く
は
生
産
に
対
す
る
影
響
を
考

慮
し
て
当
該
水
産
物
の
適
正
な
供
給
の
観
点
か
ら
速

や
か
に
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
又
は
再
編
関

連
特
定
防
衛
施
設
若
し
く
は
そ
の
周
辺
地
域
に
お
い

て
駐
留
軍
若
し
く
は
自
衛
隊
の
活
動
に
伴
い
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
円
滑
な
避
難
若
し
く
は
緊

急
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
駐
留
軍
等
の
再
編
に
伴
い

速
や
か
に
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
な
も
の

三
　
法
別
表
三
の
項
に
規
定
す
る
水
域
施
設
等
の
建
設

及
び
改
良
で
あ
っ
て
、
再
編
関
連
特
定
防
衛
施
設
へ

の
人
員
の
移
動
若
し
く
は
物
資
の
輸
送
若
し
く
は
当

該
再
編
関
連
特
定
防
衛
施
設
か
ら
の
人
員
の
移
動
若

し
く
は
物
資
の
輸
送
の
た
め
の
交
通
量
の
増
加
を
考

慮
し
て
円
滑
な
交
通
の
確
保
の
観
点
か
ら
速
や
か
に

整
備
す
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
又
は
再
編
関
連
特
定

防
衛
施
設
若
し
く
は
そ
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
駐
留

軍
若
し
く
は
自
衛
隊
の
活
動
に
伴
い
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
お
い
て
円
滑
な
避
難
若
し
く
は
緊
急
輸
送

を
確
保
す
る
た
め
駐
留
軍
等
の
再
編
に
伴
い
速
や
か

に
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
て
告
示
す
る
基
準
に
適
合

す
る
も
の

四
　
法
別
表
四
の
項
に
規
定
す
る
道
路
の
新
設
及
び
改

築
で
あ
っ
て
、
再
編
関
連
特
定
防
衛
施
設
へ
の
人
員

の
移
動
若
し
く
は
物
資
の
輸
送
若
し
く
は
当
該
再
編

関
連
特
定
防
衛
施
設
か
ら
の
人
員
の
移
動
若
し
く
は

物
資
の
輸
送
の
た
め
の
車
両
の
交
通
量
の
増
加
を
考

慮
し
て
円
滑
な
交
通
の
確
保
の
観
点
か
ら
速
や
か
に

整
備
す
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
又
は
再
編
関
連
特
定

防
衛
施
設
若
し
く
は
そ
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
駐
留

軍
若
し
く
は
自
衛
隊
の
活
動
に
伴
い
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
お
い
て
円
滑
な
避
難
若
し
く
は
緊
急
輸
送

を
確
保
す
る
た
め
駐
留
軍
等
の
再
編
に
伴
い
速
や
か

に
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
て
告
示
す
る
基
準
に
適
合

す
る
も
の

五
　
法
別
表
五
の
項
に
規
定
す
る
水
道
施
設
の
新
設
及

び
増
設
で
あ
っ
て
、
駐
留
軍
等
の
再
編
に
よ
る
水
の

需
要
の
増
加
を
考
慮
し
て
適
正
な
給
水
の
観
点
か
ら

速
や
か
に
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
な
も
の

六
　
法
別
表
六
の
項
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
又
は
流

域
下
水
道
の
設
置
及
び
改
築
（
下
水
道
法
施
行
令

（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
四
十
七
号
）
第
二
十
四

条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る

も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
駐
留
軍
等
の
再
編
に

よ
る
下
水
の
量
の
増
加
又
は
水
質
に
及
ぼ
す
影
響
を

考
慮
し
て
適
正
な
下
水
の
排
除
又
は
処
理
の
観
点
か

ら
速
や
か
に
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
と
し
て

国
土
交
通
大
臣
が
定
め
て
告
示
す
る
基
準
に
適
合
す

る
も
の

七
　
法
別
表
七
の
項
に
規
定
す
る
建
物
の
新
築
、
増
築

及
び
改
築
又
は
施
設
の
整
備
で
あ
っ
て
、
駐
留
軍
等

の
再
編
に
よ
る
児
童
若
し
く
は
生
徒
の
数
の
増
加
を

考
慮
し
て
円
滑
な
教
育
の
実
施
の
観
点
か
ら
速
や
か

に
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
又
は
再
編
関
連
特

定
防
衛
施
設
若
し
く
は
そ
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
駐

留
軍
若
し
く
は
自
衛
隊
の
活
動
に
伴
い
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
お
い
て
円
滑
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め

駐
留
軍
等
の
再
編
に
伴
い
速
や
か
に
整
備
す
る
こ
と

が
必
要
な
も
の

２
　
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事

業
は
、
前
項
第
七
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
、
同
条
第
二

項
の
政
令
で
定
め
る
交
付
金
は
、
義
務
教
育
諸
学
校
等

の
施
設
費
の
国
庫
負
担
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十

三
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
交
付
金
と
す
る
。

３
　
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
す
る
交
付

金
の
額
は
、
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
事
業
に
要
す
る

経
費
に
対
す
る
通
常
の
国
の
交
付
金
の
額
に
、
当
該
経

費
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
た
と
す
る

な
ら
ば
国
が
負
担
し
、
又
は
補
助
す
る
こ
と
と
な
る
割

合
を
参
酌
し
て
文
部
科
学
省
令
・
防
衛
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
加
算
す
る
方
法
に
よ
り

算
定
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
編
関
連
振
興
特

別
地
域
が
沖
縄
県
の
区
域
に
含
ま
れ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政

令
第
百
二
号
）
の
例
に
よ
る
。

第
二
節
　
駐
留
軍
等
再
編
関
連
振
興
会
議

（
会
議
の
幹
事
）

第
八
条
　
会
議
に
幹
事
を
置
く
。

２
　
幹
事
は
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
の
う
ち
か
ら
、
防

衛
大
臣
が
任
命
す
る
。

３
　
幹
事
は
、
会
議
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
、
議
長
及
び

議
員
を
補
佐
す
る
。

４
　
幹
事
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

（
会
議
の
庶
務
）

第
九
条
　
会
議
の
庶
務
は
、
防
衛
省
地
方
協
力
局
総
務
課

に
お
い
て
処
理
す
る
。

（
会
議
に
係
る
雑
則
）

第
十
条
　
前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
議
事
の
手
続

そ
の
他
会
議
の
運
営
に
必
要
な
事
項
は
、
議
長
が
会
議

に
諮
っ
て
定
め
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年

八
月
二
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
八
月
二
〇
日
政
令
第
二

七
〇
号
）

こ
の
政
令
は
、
防
衛
省
設
置
法
及
び
自
衛
隊
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
九
月

一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
五
月
二
一
日
政
令
第
一

八
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
七
月
二
五
日
政
令
第
二

三
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
九
月
一
九
日
政
令
第
二

九
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
四
月
一
日
政
令
第
一
一

一
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
二
月
二
六
日
政
令
第

四
二
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
九
月
三
〇
日
政
令
第
三

二
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
改

正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す

る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一

一
七
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
六
月
三
〇
日
政
令
第
一
八

九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

2


